
掲載数 24

管轄 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 神奈川県立 高２
技術(職
業）
･家庭

家族の抱える問
題とそのサポー
ト

　「家族の抱える問題とそのサポート」をテーマとして、「家庭内での虐待」を扱った。
新型コロナウイルス流行に伴う自粛期間において、逃げ場のない自粛生活のお中で虐待が
表面化するケースが目立つことを統計グラフを見せながら説明した。2019年に改正された
児童虐待防止法と児童福祉法、児童相談所虐待対応ダイヤル「189（いちはやく）」を伝
え、虐待防止に向けた対策を考えさせた。オンライン授業であったため、生徒の考えを
フォームに入力させ提出させた。

実教出版「新家庭総合」

2 神奈川県立 高３
技術(職
業）
･家庭

命の授業

　久留米農業高校の高校１年生のあるクラスの授業の１年間をドキュメンタリーで放送し
ていたもののあらすじを話した。有精卵を１つずつ各生徒に配布し“ひよこ”を育てる過
程を毎日観察し若鶏になった頃に授業内で“シメル”というストーリーである。動物の命
について成育していく難しさ、喜びについて考え、最後に畜産家としてより多くの人々に
鶏肉を提供することも同等と考えて思考を深めさせた。

NHKドキュメンタリー放
送

3 神奈川県立 高４
技術(職
業）
･家庭

子どもの福祉
　児童福祉の理念について、児童憲章や子どもの権利条約に触れ、理解を含めた。また、
様々な法律や施設、制度についても調べ学習を行い、児童虐待については新聞記事や
ニュースなどを用いて説明を行い、自身の考えをまとめさせた。

4 神奈川県立 高２
技術(職
業）
･家庭

防災教育
　９月１日の防災の日に合わせて、防災グッズの検討、自宅周辺のハザードマップの確認
を行った。また、阪神淡路大震災や東日本大震災のデータを用いて、今後関東地方で発生
するであろう大震災の備えとして自分ができることを考えさせた。

5 神奈川県立 高複合
技術(職
業）
･家庭

子どもの発達と
保育

　「子どもの発達と保育」は子どもの発達の特性や発達過程、保育などに関する知識と技
術を身につけ、子どもの発達や子育て支援に寄与する能力と態度を育てることを目指して
いる。学習内容は、子どもの発達の特性、発達過程、福祉と子育て支援、生活から保育に
至るまで多岐にわたる。実際に近隣の幼稚園で実習に行っており、生徒は生き生きと活動
している。

実施月は通年
行っている。

6 神奈川県立 高複合
技術(職
業）
･家庭

保育について考
えよう

　学校設定科目「生活実践」の授業の中で、保育領域の導入として右記載資料より抜粋し
た文章を読み、命の意味と自分の命が鎖の一環であることについて考えさせた。代々命が
つながってきたことによって今の自分がここにいることを素晴らしいと感じたり、自分だ
けの命ではないので大切にしたい、次の命である子どもをしっかり育てたい、死にたいと
簡単にいってはいけないといった意見があがり、生と死、子育てに対する思いを巡らせ、
考えさせることができた。

諏訪淑美「ドラゴン先生
と生徒たちの家庭科」近
代文芸社

令和３年度　いのちの授業　事例集（高校）【技術（職業）・家庭】



7 神奈川県立 高３
技術(職
業）
･家庭

子どもの福祉
命の選択

　赤ちゃんポストの意義を、ドキュメンタリー番組の視聴をもとに考えた。授業開始前と
後で意見を聞き、初めは赤ちゃんポストを知らない生徒たちも授業の終わりには自分の意
見を持ち、その是非や賛否について考えることができた。
　また、そのような現状があると知ったうえで出生前診断により命の選別が行われている
ということを学ぶ。障害の有無で生まれる命を選別することをどう思うか、自分だったら
どうするかを考えさせた。

専門・家庭
「子どもの発達と保育」

8 神奈川県立 高２
技術(職
業）
･家庭

子どもの発達と
保育

　妊娠出産について生徒が考えられる機会を作るための授業。「生命の誕生」、「新生児
の能力」、「親になるということ」、「リプロダクティブ・ライツ」を題材にして、DVD
や新聞記事を用い、望まない妊娠を防ぐためにはどうすればいいのか、また、望まない妊
娠をしてしまった場合について、生徒自身が考える時間を設けた。

授業担当教諭
DVD・教科書・資料集
ワークシート

9 神奈川県立 高２
技術(職
業）
･家庭

防災
～いのちを守る
知恵と行動

　昨年度までは、必要な防災グッズを考え、自分のオリジナルの非常用持出し袋を作成
し、①災害への備えの必要性②家族構成により異なる防災グッズをグル－プで協議した。
今年度は、コロナ禍の影響があり、昨年度実施内容の一部である、非常用持ち出し袋に入
れるべき防災食糧について学び、各自が必要とする品目を考えさせることを実施するにと
どまった。

授業担当者

10 神奈川県立 高３
技術(職
業）
･家庭

幼児教育体験
　３年次生が選択する「こどもの発達と保育」の授業で、命のはじまりについて学び、そ
のなかで人工妊娠中絶について触れた。また、出生前診断について自分が妊婦だったら検
査するのかを提示し命について考えさせた。

家庭科教諭

11 神奈川県立 高複合
技術(職
業）
･家庭

認知症の方の尊
厳について

　「嫌なこと」カードを用い、介護場面において起こりえるシチュエーションを想定し
た。それぞれが「されたら嫌なこと」の順位付けをし、発表し、それを見比べた。人によ
り価値観というものは様々で、同じ事象で嫌悪感を感じる人もいればそうでない人もい
る。ということを生徒同士で確認し合った。
　年間を通してレポートには自由記述の課題を取り入れており、“自分が実際に介護する
際にはどのような声掛けをするか”と主体的に考えさせている。今回のワーク後は、普段
よりも丁寧に、相手の立場に立つことを意識した言葉がけを考えて記入している生徒の姿
が見られた。

12 神奈川県立 高１
技術(職
業）
･家庭

子どもや高齢者
の生活と福祉
人間の尊厳とケ
ア

　家族や家庭生活の営みを人の一生との関わりの中で総合的にとらえ、家庭や地域の生活
をマネジメントする能力を育成する家庭の「子どもや高齢者の生活と福祉」の単元で計画
的に実施した。人間の尊厳とケアについては、教員による指導、生徒同士の意見交換等に
より、人としての尊厳を保ち、人生を全うするためのケアの在り方についてを学ぶ機会と
なった。

教材：
家庭総合　明日の生活を
築く
学習プリント



13 神奈川県立 高２
技術(職
業）
･家庭

食の大切さ

　食生活分野の導入にあたり、食生活の乱れ、孤食・個食といった現代の食生活の特徴に
ついて学習した。摂食や過食などにもふれ、体に入った食べ物は私たちの体の一部とな
り、日々の体調や健康を左右することを確認し、食生活の大切さについて考えた。また、
調理実習で防災食を作り、命を守るため、万が一への備えの重要性を学んだ。

今泉マユ子著「もしもご
はん」

14 神奈川県立 高１
技術(職
業）
･家庭

6月：幼児・高齢
者の視覚につい
て
７月：A子の妊娠
1月　防災食

　チャイルドビジョン・白内障体験を通して生活弱者の視点を体験し、理解を深め共に暮
らす社会のあり方を探った。
　高校生で妊娠した場合の妊娠・出産に関する法律と、人生の選択について意見を交換
し、男女の責任と行動について理解を深めた。
　災害時の高校生の自助・共助・公助・互助の立場から、家族や自分、地域の人々を守る
ためにどのように行動すべきか学習した。災害時における食事として、従来の非常食だけ
ではなく内閣府防災情報をもとに学習を深め、師範実習を行った。

15 神奈川県立 高１
技術(職
業）
･家庭

人の一生と食事

　「食べる」とは単に栄養のためではなく、食べることによって満足感や精神的な安定を
得ることができ、他の人と一緒に食べることによって、人と人との絆を深める効果あるこ
とを理解させ、食事がいのちの維持だけでなく、人生にとっても大切は意義があることを
意識させた。

授業担当者（家庭科）

16 神奈川県立 高３
技術(職
業）
･家庭

生活設計と妊
娠・出産

　卒業生のテーマ学習～掲示物「若い人に知ってほしい子どものできやすさ」を基に、年
齢による妊娠確率の変化や不妊治療の効果などを説明した。その知識を基に、各自が自分
のライフプランの中で、最適な妊娠・出産の時期を考察し、他の項目と比較して優先順位
を上げていくことの重要性に気づかせることができた。

17 神奈川県立 高３
技術(職
業）
･家庭

生命の誕生

　家庭総合の保育分野の導入として、妊娠・出産を通して生命の誕生を学んだ。教科書、
資料集だけでなく、神奈川県HPにアップロードされている動画も使用し、質問形式で授業
をすすめた。妊娠・出産を人生設計のライフイベントとしてとらえ、10代、20代、30代に
おいてどのように向き合っていくのかを考える機会にもできた。生徒たちからは自分の身
体のことなのに知らないことが多かった、今改めて学びなおしができて良かった等の感想
があり、前向きに取り組めた生徒が多かった。

教科書：新家庭総合　パート
ナーシップでつくる未来
資料集：最新　生活ハンド
ブック
動画：丘の上のお医者さん
女性と男性のクリニック

18 神奈川県立 高１
技術(職
業）
･家庭

「子どもの発達
と保育」

　１年生の子どもの発達と保育（家庭総合）において、DVDや赤ちゃん人形などの子ども
の成長に関する題材を通して、身体的・精神的発達についてより深く理解し、そこから生
きていることの喜びや命の大切さを学習した。また、各家庭における子育ての中で，自他
の生命を慈しみ生きていくことの大切さと、幼児の発達と環境との関係について考えさ
せ、乳幼児期は一生を通じて人間の発達の基礎をつくる最も重要な時期であること学ん
だ。

・家庭総合「次世代を育む」
（開隆堂）（参考資料）
・新生児人形・DVD「活かす～
幼児や高齢者とのかかわり
方」（開隆堂），「幼児の発
達と生活シリーズ」（東映
教育映像部）



19 神奈川県立 高１
技術(職
業）
･家庭

健康で安全な生
活

　食生活分野：“健康に食べる”ためにはどのように栄養を摂取するかについて学習し
た。
　保育分野：子どもの健康な発育について、発達段階やかかわり方について学習した。
　住生活：防災について学習した。
　それぞれの分野で、プリント学習や実習、体験を行った。
　実際に体験する中で、「いのちにかかわること」で何が困難なのか、どんな知識が役立
つのか等、気づいたり考えたりすることができた。

東京書籍「家庭基礎　自
立・共生・創造」
第一学習社「最新　生活
ハンドブック」
プリント

20 神奈川県立 高１
技術(職
業）
･家庭

共生社会

　共生社会のテーマで、言葉を使わない対話のシミュレーション等を通して、聴覚障がい
を持つ方の困りごとのデータをみながら、障がい者の人は日常だけでなく災害時も不安に
さらされることを確認した。簡単な手話も紹介し、共生社会のために自分たちがどのよう
なことができるか考えた。言葉のコミュニケーションがいかに多くの情報を伝えられるか
を実感し、それができない障がい者の方の大変さに思いをはせ、今後の自分の行動を具体
的に考える生徒も見られた。

講師：本校教職員教諭

21 神奈川県立 高３
技術(職
業）
･家庭

児童福祉
　児童虐待や児童養護施設、「こうのとりのゆりかご」の問題について、関連の新聞記事
や視聴覚教材を通して考えた。

「子どもの発達と保育」
授業

22 神奈川県立 高１
技術(職
業）
･家庭

生命の誕生

　人が生まれるまでの発育について、DVD動画等を活用し、理解を深めた。生命の誕生に
ついては、妊娠の成立として排卵・受精・着床の流れを図で確認した。胎児期の発育につ
いては、胎盤を通して母体から酸素や栄養を受け取り、老廃物などを受け取ってもらう。
妊娠中、胎児は栄養面だけでなく、母体からさまざまな影響を受けている。将来、子ども
を産み育てる立場になった時の知識だけでなく、社会全体で支えていくことを受け止めて
いた生徒の様子がみられた。

講師は家庭科の教諭

23 神奈川県立 高２
技術(職
業）
･家庭

親の役割と子ど
もの福祉・権利

　子どもが安全安心に生きていくためには家庭内における親の役割が大切であること、ま
た社会問題となっている「児童虐待」から子どもの命を守るために必要な環境作りや子ど
もの権利・制度の活用等についての知識や思考を考えさせる機会となった。

開隆堂「家庭総合　明日
の生活を築く」

24 神奈川県立 高２
技術(職
業）
･家庭

保育
　生命の誕生から乳幼児が心身ともに成長していく過程について、それぞれの年代ごとに
特徴をまとめながら学習した。また、絵本の読み聞かせを通して、子どもとの関わり方や
伝え方などについても体験した。


